
976伊 阪=村 落 二於 ケル結 核豫 防工作 ノ實績 【第15巻

村落ニ於 ケル結核豫防工作 ノ實驗

大 阪 府 泉 南 郡 樽 井 村

伊 阪 春

目i欠

第一章 緒 言

第二章AO豫 防接種開始前ノ朕況

第三章AO豫 防接種實施

第四章AO豫 注後二於ケル情況

第一節 感冒ノ罹患者減少

第二節 髄温二關シテ

第三節 一般住民ノ健康状態

第四節 村内残存結核患者

第五節 結核性新患

第五章 結 論

第一章 緒 言

最 近 我 國 ノ衛 生 駄 態 ハ幾 分 良 好 二向 ヒツ ・ア リ

ト錐 、 急 性傳 染病 ノ登 生撒 多 キ コ ト、 結 核 死 乳

幼 見 ノ死 亡其 他 一 般死 亡 等 ノ高 率 ナ ル、 世 界 文

明 國 中第1位 テ占 ム ル ト云 フガ如 キ恥 ズ可 キ歌

況 二在 ル コ トハー 般 二周 知 ノ事 實 デ ァル。 更 二

農 村 二於 ケル是 等 ノ状 態 ガー層 甚 グ シ ク不 良 デ

アル コ トハ誠 二痛 嘆 二堪 ヱ ナ ィ次 第 デ アル。

近 時 國 民 膿 位 向 上 ノ必 要 ガ朝 野 ノ間 二盛 二論 議

セ ラ レ、保 健 衛 生 施 設 ガ現 内閣 ノ重 要 ナ ル國 策

トシテ基 グ ラ レテ居 ル コ トハ遅 蒔 ナ ガ ラ我 ガ意

テ得 タ モ ノ ト云 ハ ナ ケ レバ ナ ラナ ィ。 欧 洲 大 戦

後 我 ガ國 ハ漫 然 「イ ン フ レ」景 氣 ノ波 二乗 ツ テ、

當 然來 ル可 キ不 景氣 ノ ドン底 二沈 ミ、 中小 商 工

業 者 ハ云 フー及 バ ズ、 農 山漁 村 等全 國 津 々浦 々

迄 モ疲 弊 困 窮 テ來 タ シタ コ トハ、 吾 等 ノ坐 幌 ス

ル ニ忍 ビナ イモ ノガ アル。 從 ツ テ各種 ノ救 濟 事

業 ガ次 ギ カ ラ次 ギヘ ト要求 セ ラル ・様 ニ ナ ッ タ

コ トハ サ モ アル可 キ コ ト ・云 ハ ネバ ナ ラヌ。 更

二現 下 ノ國 際 情 勢 ハ國 防 ノ充 實 テ1日 モ忽 ガ セ

ニ スル コ トテ許 サ ナ イ。 議 會 二於 テ膨 大 ナ ル軍

事 費 ガ通 過 シ從 ツ テ檜 税 ハ萬 巳 ム得 ナ イ當 然 ノ

結 果 デ アル。 而 シテ物 償 ハ盆 ≧縢 貴 スルー一方 デ

農 村 ノ疲 弊 ハ 彌 ガ上 ニ モ 激 シクナ ル。 眞 二非

常 時 難 局 二直 面 シテ居 ル。 故 二吾 等 ハ農 村 二於

ケル自力更生策 テ講 ジナケ レバナラナ イコ トハ

自然 ノ理 デアル。而 シテ自力更生ハ何 ヨリモ健

康第一主義デナケレバナラナ イ。即チ治療留學

ヨリモ豫防醤學二全力テ傾注 シ所謂健康村 ノ建

設 二務 メナケ レバナラヌコ トハ云 フ迄モナイ。

事實農村二於 テハ乳幼見 ノ死亡傘ハ勿論、一般

ノ死亡二於 テモ高率 ラ示 シ、結核性疾患 ノ蔓延、

寄生巌 ノ惨害、榮養状態 ノ不良ナル等、総テガ

想像以上ノモノガアル。故二本村 二於テハ此ノ

見地 ヨリシテ肚會事業モ保健衙生施設モ是等ノ

貼二全力 テ注 イデ居ル。即 チ、(1)乳 幼見ノ保

護、(2)妊 産婦 ノ保護、(3)榮 養改善、(4)寄

生贔 ノ騙除(5)結 核 ノ豫防、(6)學 校衛生 ノ

充實等 テ以テ主眼 トシテ居ル。

乳幼見 ノ保護事業 トシテハ已二昭和2年 以來農

繁期託見所 テ開設 シテ今 日二至 リ。同時二見童

二榮養食テ支給 シテ相當 ノ数果 テ基 ゲテ居ル。

是 レハ文部省 ノ學校給食令登布以前デアル。更

二乳幼見及妊産婦 ノ保護 テ目的 トシテ昭和9年

以來『コ ドモ愛育會』テ組織 シ母子健康相談妊婦

ノ検尿、産具 ノ清毒 ラ行 ヒ、且母性二育見看護

法等 ノ知識 テ附與 スル目的 テ以 テr母親學校』テ

開設 シ毎月1同 産婦人科及 ビ小見科專門署 ノ認

演 デ聴講 セシメテ居ル。更二農繁期 二於テハ馴
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幼見農繁期保育所 テ設 ケ、且工場努働者 ノ爲メ

ニ常設託見所 ノ開設二迄達 シテ來タ。而 シテ「コ

ドモ愛育會設立以來、乳見 ノ死亡ハ驚異的ナ減

少テ示 シテ來 タコトハ後二論 クガ如 クデアル。

次 ギニ榮養改善 ノ目的ニハ學校及 ビ託見所 二於

テ榮養食テ支給 シ、又講習會及 ビ「バ ンフレ.ト」

ノ配布 ニヨリテ榮養知識 ラ普及 シ、 昭和11年

農繁期ニハ大阪府衛生課 ト共同主催ニテ共同炊

事 テ實施 シテ相當好成績 テ基ゲテ居ル。寄生毒

ノ農村二於ケル蔓延ハ實二驚 ク可 キモ ノガァ

ル。從ツテ學童及村民 ノ検便 テ實施 シテ村内各

種團膿 圭催 ノ下二年撒同寄生贔 ノ駈除テ行 フテ

居ル。

學校衛生ノ充實二就テハ特 二見童ノ保健問題二

意 テ注ギタル結果、 昭和11年 文部省 ヨリ學校

衛生優良校 トシテ表彰 セラル ・ノ光榮二浴 シ

タ。

次 ギニ結核 ノ豫防問題 デアルガ,是 レハ至難中

ノ至難デアル。文化 ノ進展 スルニツレ農村 ノ青

年子女ハ都會ヘアコガレテ進出スル。而 シテ結

核 二感染 シテ露郷 スル。農村ハ所謂結核塵女地

タルノ故テ以 テ猛烈ナ勢テ以テ蔓延スル。斯 ク
シテ農村ハ最近都會以上二結核 ノ浸襲 テ受 ケテ

居ル。本村二於テモ最近梢 く減少ノ傾向ラ示 セ

リト難、年々多数 ノ患者ガ績出 シテ居ル。結核
ハ實二農村疲弊 ノ重要ナル役割テ務メテ居ル

。

故 二之 レテ駈逐掃蕩ス ル ニ非 ズンバ兵 ノ健康

村 建 設 ハ不 可能 デ アル。 吾 人 ハ結 核 豫防 週 閏 其

他 機 會 アル毎 二村 民 二封 シ講 演 叉 ハ 「パ ンフ レ,

ト」ニ ヨ リテ此 ノ恐 ル可 キ 傳 染 性 亡 國病 ノ 豫 防

ニ ツキ注 意 テ喚 起 シテ來 タ。 併 シナ ガ ラカ ・ル

手 ヌ ル キ消極 的 手段 ニ ヨ リテ ハ何 ノ敷 果 ラ モ

基 グ ル コ トテ得 ナ ィ。 相 髪 ラズ新 患者 ハ次 々 ヘ

ト綾 出 スル。 從 ツテ是 レガ封 策 ニ ツ キ考 慮 中 ノ

庭 、 偶 々大 阪府 肚 會 事 業聯 盟 奨 行 『肚 會 事 業

研 究 』(昭和10年9月 號)誌 上 二於 テ留 學博 士

有 馬 頼 吉 氏 ノ『農 村 衛 生 問題 封 策 』ナ ル論 文 テ讃

ミ、結 核 豫 防 二封 スル前 途 二光 明 テ認 ム ル コ ト

テ得 タ。 依 リテ直 チニ村 長 深 見仁 衛 門 氏 ノ質 同

テ得 、有 馬 博 士 テ訪 問 シ、 結 核 二封 スル積 極 的

豫 防 方 法 テi聴取 シ、 途 二AOテ 以 テ スル 豫 防

接 種 テ村 民 全膣 二 章 施 スル ニ 至 リ,昭 和10年

10月 第1同 翌11年2月 第5同 テ完 了 スル ニ至

リ、 吾 等年 來 ノ目的 タル健 康 村建 設 ラ實 現 セ シ

メ得 ル ノ機蓮 二到 着 セ リ。 而 シテ接 種 終 了後 満

1ク 年 牛・ 患 者 ノ嚢 生 状 況 等 ニ ツ キ観 察 シ
、 其

ノ結果 大 イニ見 ル可 キ モ ノ アル ラ以 テ弦 二之 レ

テ報 告 シ敢 テ同憂 ノ士 ノ参 考 二資 セ ン ト欲 スル

モ ノ テ アル。

余 モ トヨ リ淺 學 菲 才 且 田 舎 ノ開 業 讐 ニ シテ 日々

公 私 ノコ トニ煩 ハ サ レ精 細 テ壷 ス ノ暇 ナ ク、 且

観 察不 充 分 ニ シテ當 テ失 スル ノ鮎 モ ア ラ ン。 切

二今 後 ノ補 正 二侯 タ ン ト欲 ス
。

第二章AO豫 防接種開始前ノ状況

樽井村ハ大阪府泉南郡 ノ中部二位 シ、大阪潜 ノ

東岸白砂青松風光明媚 ノ地 デアルガ、地方掲特
ノ繊維工業(主 トシテ足袋裏用紋羽♪ガ盛 ニテ、
一村『字 ノ村内二大小二十有鹸 ノ工場 ガ

アリ、

村民 ノ過牛ハ工場経螢者及 ピ之ガ從業者 デア

ル。我國 ノ全結核死亡卒ハ人口萬封20テ 上下

シテ居ルノデアルガ樽井村 二於 テハ昭和6年 以

降 ノ5ケ 年間二於テ第1表 ノ如キ数字 テ示 シ實

二寒心二堪エザルモノガアル
。

昭和8年5月 、村 内全 學 童473名 ニ ツ キ2000倍

菖 「ツベ ル ク リ ング 以 テ 皮 内反 慮 ラ 試 ミタル

ニ5弱 陽 性27人
、 中 陽 性84人 、 強 陽 性19人 、

計130人(27・48%)ノ 陽 性 者 テ 見 タ(詳 シク ハ

「結 核 」第14巻 第10號 昭 和11年10月 號 参 照)
。

上 記報 告 二於 テ余 ハ 「ッベ ル ク リ ン」皮 膚 反 慮 テ

以 テ奮 來 ノ慣 習 二從 ヒ、 漫 然 結 核 感 染 ノ標 準 タ

フ シ メ ン ト欲 シタ ル ガ
、 其 ノ際 詳 細 記 載 セル ガ

如 久 該 反 慮 ノ登現 ハ見 童 ノ保 育 歌 態
、親往 ノ病
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第1表 樽井村昭和6年 以降5箇 年間二於ケル人口動態及ビ乳見死亡虹二結核死亡調査
'奪 璽

」1人 ・1出 蘭 死亡数綿 死亡(%)1全結核死亡1備
考

陰ill;lllglll
昭 和6年

同7年

同8年3.803121

同9年1533.964

同10年 「4.329135

74

82

59

100

65

27(26.2)27〈73.O)

26(19.5)22(59。0)

14(11.6)18(47.4)

25(16.3)16(40.0)

22(16.2)27(62.3)

乳見死 亡牽 ・・生産100二 封
シ全結核 李・・人 口萬封 トス

11召和10年10月 ヨ リAO豫

注

歴、膿力標準(唯 胸園 トノ關係 ノミ例外)、 登育

概評、病氣訣席 日撒等拉 二最後 一有熱者 トノ

關係等 テ調査 シ、何 レモ「ツベルクリン」皮膚反

鷹 ノ陰性陽性 ト何等特殊 ノ關係 アルテ見ザルノ

ミナ ラズ、一般的状態二於 テハ其 ノ良好ナル見

童二於 テ、不良ナル者 ヨリモ陽性者多キ結果r

達 シタ.栃 テ惟 フニ本反磨ハ少ナクトモ學童一

在 リテハ其 ノ陽性者必ズシモ結核感染者タル標
り

識 トシテ信愚 スルニ足 ラザルモノナルカ。就中

所謂盧弱見童二於テ陽性者却 テ少ナキハー層此

感 テ深 カラシムモノガ アル。此 ノ黙 二關 シ醤學

士西川湊氏(署海時報2187號 昭和11年8月)ガ

同檬 ノ疑問二到達 シ、有馬博士ノ所見 テ質 シタ

ルハ、余 ノ同感 テ禁 ゼサル所デァル。

次 デ昭和10年10月 全村民中ノ希望者及 ビ學童

ノ全部 二向 ヒ、AO豫 注 テ開始セントスルニ當

リ、村民2482人 二封 シ大部ハ問診及身禮検査、

一部分ハ問診其他 ノ方法ニヨリ、其 ノ健康状態

テ調査 シ、次ギノ結果テ得 タ。

健康者

虚弱者445

結核性疾患 ノ翫往症 アル者●94

結核患者(喘息 テ含 ム)19

他 ノ疾患 ニテ轡治テ受 ケツ・アル者7

1907(特 別 ナ ル記 載 ナ キ者58名 テ含 ム〉

此 所 二結 核 性 疾 患 ノ既 往 症 アル 者 トハ肺 尖 「ガ

タ ル」肋 膜 炎 拉 二慢 性 氣 管 枝 炎 等 テ 経 過 セルモ

ノデ アル。 然 シ上記94名 中 當 時 已 一 何 等 ノ自

畳 症 状 ナ ク業 務 二從 事 セ ル モ ノハ 僅 カ ニ18名

二過 ギ ズ シテ、 他 、76名 ハ皆所 謂 盧 弱 者 以 上 ノ

病 歌 テ有 ス ル モ ノ デ ア ッ タ。

更 二又 既 二余 ノ 「ツベ ル ク リ ン」皮 内反 慮 成 績報

告 二於 テ 學 童 中 ニ ハ 李 日膿 温37.0。C以 上 テ示

ス者 甚 ダ多 キ コ トラ記 述 シタ ガ、 今 同AO豫 注

テ開 始 セ ン トスル ニ先 チ、 再 ビ見 童350人 二就

キ嚴 密 二膿 温 テ 測 定 セル ニ其 内192人 即 チ55

%弱 ノ者 二於 テ、370C以 上 ノ 膿 温 テ 示 ステ見

タ。 之 ガ詳 細 及 ビAO豫 注後 ノ攣 化 二就 テ ハ後

二記 述 ス ル。

第三章AO豫 防接種實施

昭和10年10月 有馬博士ノ來村テ得、全村有志

ノ會合 テ求 メー場 ノ講話テi聴取セル後直チニ大

部分 ノ健康歌態テ診査 シ、治療 テ受 ク可 キ者 ト

豫防接種テ受 ク可キ者 トノニ班 二塵別 シ、豫防

接種 ハ毎月1同 連綾實施 シテ昭和11年2月 第

1次 全5同 テ大禮完 了 シタn治 療 テ受 クル者ハ

自分二於 テ適當AOIbX-=其 他一般療法 テ加ヘ

タ。

斯 クテ豫 防 注 射 拉 二治 療 關係 二於 テ ハ村 民2693、,

名 デ ア ツ タ.

第四章AO豫 注後二於ケル情況
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モ ノナ リ ト断 ズ ル コ トハ失 當 デ アル カ モ知 レナ

イ。 其 ノ邊 ノ取捨 ハ識 者 ノ判 断 ニー 任 スル。 兎

二角 記 述 ノ方 法 ハ昭 和10年10月AO豫 注 開始=
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以 前 ノ情 況 ト其 ノ以後 ノ現 象 及 ビ情 況 トラ圭 ト

シ テ比 較 観察 シタ。 出來 得 ル限 リ事 實 ノ ミテ記

載 スル ニ止 メ ヨウ ト思 フ ノデ アル ガ、 又 止 ム テ

得 ズ幾 ラカ ノ批 評 若 シクハ考 察 テ モ加 ヘ タ.

第 一 節 戚 冒 二 罹 〃 者 ガ著 減 シ タ

是 レハ接 種 テ受 ケ タ村 民 二在 ツ テハ全 燈 的 著 明

ナ現 象 デ アル ガ、 ソ レテ明 カニ撒 字 テ以 テ表 ハ

スコ トハ困 難 デ ア ル。 然 シ學校 二於 テ ハ之 テ明

カ ニ言 フコ トガ出來 ル。 即 チAO接 種3同 テ経

過 シタル昭 和10年12月 大 阪 府 下全 ・禮二流 行 性

感 冒襲 來 シ、學 童 ノ罹 患鋏 席 ス ル者 非 常 二多 ク、

タ メニ休 校 ス ル學 校 績 出 シ、 府 當 局 ヨ リハ罹 患

欺 況 ノ連 績 報 告 テ命 ぜ ラ レ、 毎10日 二患 者 撒 、

経 過 、 全 快 者 撒 等 テ報 告 セル ガ、 樽 井校 ノ ミハ

患者 極 メ テ少 ナ ク、 殆 ン ド孚 日 ト攣 化 ナ キ出席

歌 態 テ保 ツ タ.此 ノ現 象 ハ樽 井 村 ノ接 近 村等 ニ

シテ既 二AOテ 接 種 セル所 二在 ツ テ モ同様 デ ア

ル ト傳 ヘ ラル。 流 感 卜AO接 種 ニ ヨル抵 抗 力 ノ

檜 加 ト如何 ナル關 係 二立 ツ ヤハ姑 ク措 キ、 其 ノ

後 ノ状 況 二由 ツテ見 ル モ流 感 以 外 ノ感 冒 モ著 減

セ ル テ以 テAO接 種 ノ好影 響 タル ハ疑 ナ キ ト思

惟 ス。

第 二 節 禮 温 二 關 シ テ

ー一般 二感 冒 二罹 ル者 劇 減 セ ル結 果
、 以 前 微 熱 テ

有 者 若 クハ感 冒熱 テ畿 シタ ル者 ノ減 少 セル コ ト

ハ セ シ疑 ナ キ所 ナル モ、 村 民 一般 トシテ之 ガ統

計 的調 査 テ途 グ ル コ トハ困 難 ナル事 情 デ ァル。

然 シ感 冒 ト同 ジ ク學 竜二就 テ ハ撒 年 來 毎 學 年 ノ

初 メニ於 テ全 學 童 ノ検 温 テ實施 シ養 護 上 ノ参 考

トナ シ來 ツ タ.其 ノ構 況 二關 シテ ハ昭 和8年 度

ノ調査 テ「ツベ ル ク リ ン」皮 内反 慮 調 査 ト共 二結

核第14巻 第10號 二記述報告 シタ内ノA校 ト記

シタノガ樽井校 ノ實状 デアル。

今 ソレテ抜梓 シテ見 レバ、昭和8年 春3日 間連

績検温 ノ結果ハ第2表 ノ如 キ成績 デアツタ。

第2表

性

男 見

女 見

年 齢 別

7-11歳

12-14歳

7-11歳

12-14歳

楡査人員

イ⊥

¶
ユ

Q
ソ
7
響

1

ワ
8
ワ
5

4

1
7

1

37.OQC以 上

ノ=者(%)

99(51.8396)
11(15.49%)

76(53.996)
5(10.63%)

我 ガ地 方、 即 チ田 舎 ノ村 二在 ツテ モ有 熱 見 童 ハ

非 常 二多 ク其 ノZF均 膿 温 ハ37℃ 以 上=達 ス ル

(後述 参 照)。 而 シテ 此 ノ 有 熱 見 童 ト「ッベ ル ク

リ ン」皮 内反 慮 トハ、 必 ズ シモ ー 致 シナ イガ、

「ッ」反 磨 強 陽 性 者 ニノ・持 緬 的有 熱 者 ガ認 メ ラ レ

タ ガ、 小 見 結 核 ト有 熱 見 童 トテ結 ビツ ケ テ考 ヘ

ル コ トハ疑 問 トシテ居 ツ タ。 其 後 吉 田 章信 博 士

等(禮 育研 究3巻2號 學 校 衛 生 第15巻12-13

號)ノ 業 績 テ讃 ム ニ 及 ビ、 其 ノ 設 二左 担 シ、結

核 トハ深 キ關 係 ナ キモ ノ トス ル ニ至 ツ テ居 タ。

上 表 ニ ヨ リテ見 ルガ如 ク.吉 田 博 士 ノ言 ハ ル ・

通 リデ、事 實7-11歳 ノ學 童 ノ李均 膿 温 ハ37℃

テ越 シテ居 ル場 合 ガ 多 イ。 從 ツテ學 童 ノ李均 艦

温 ハ37.2。C迄 デ ァル トスル コ トガ正 當 デ ア リ、

37.3℃ 以 上 一 ナ ツ テ 初 メ テ 病 的 デ アル ト見 テ

ヨ イ ト考 フル ニ至 ツ タ.

然 ル ニ昭 和10年10月AO豫 注 テ行 ヒ、其 後 モ

時 々検 温 テ施 シタ ガ、 昭和11年4-7月 ノ間 、

大 阪 朝 日新 聞 肚 肚 會 事 業 團派 遣 看 護 婦 高木 は る

え ノ盤 力 ニ ヨ リ、 各 見 童 一 ツ キ5日 間 連績 的

二検 温 シ タ結,果
、 意 外 ノ成 績 ガ現 ハ レタ。 即 チ

第3表 トナ ツ タ。

第3表 昭和11年 度5日 間連績検温成績
一

性 別 検査人員
5日 間 唯 一 同

37。C以 上(96)

2同 以 上

37-37.2℃

2同 以 上

37.3。C以 上
5同 共

37.3℃ 以 上

5同 共

37.4。C以 上

男 271
一

48(17.71%) 18(6.64%) 6(2.21%) 0 2(0.72%)
一

女 251 52(20.72%) 17(6.77%) 3(1.2%) 1(0.40) 0

卸 チー一見 シテ高膿 温 テ有 スル者 ガ劇 減 セ ル コ ト

ラ氣 附 ク ノデ アル。{乃 テ李 均 膿温 ト シテ昭 和8

年 度 連 緬3日 間検 温 土 ル モ ノ ト比 較 シテ見 ル ト

次表 ノ如 クナル。

即チ昭和11年 度 ノ検温 二於テ数年來曾 テ見ザ

ル成績テ得タ。
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第4表 昭和8年 度連績3日 間及 ビ昭和11年

5日 間検 温成績

性 別

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

・・体 均 艦 温

年 齢1

「 　

7

8

8

9

9

10

10

11

11

12

12女

=到 ・3
13女

脚8年 紳1・ 年
36.7336.90

37.29

36.91

36,81

37.天 「

37.11

36.89

37.11

37.03

36.42

36.73

36.69

36.82

男

女

36.66

14「36・42

14136.34

36.60

36.64

36.73

36.79

36.72

36.81

36.61

36.68

36.61

36.78

36.71

36.72

36.66

36.72'

36.71

於 此 自分 ハ 復 タ考 ヘ サ セ ラ レタ。

1・ 吉 田 博 士 ノ云 バ レル ガ如 ク ニ健 康 見 童 ノ常

温 ハ ホ ン トゥ ニ37。.0-37つ.3/Cデ ァル ノデ ァロ

ウ カ。

2.田 舎 ノ子 供 ト都 會 ノ子 供 トデ常 温 二多 少 ノ

差 異 ガ アル ノデ ア ロ ウカ。

3.樽 井校 デノ・年 々37℃ 以 上 ノ 禮 温 ラ 示 ス見

童 ガ多 ウ ツ タ。 或 ル人 ハ通 學 距 離 ノ大 ナ ル見 童

ハ 午前 中梢 く高罷i温 テ示 ス ト言 ツ タガ、 樽 井 校

デリ・ソ レハ アテ ハ マ ラヌ。 何 故 ナ ラバ樽 井 校 ハ

ー 村 一字 デ通 學 ノ爲 メ ニ膿 温 ガ昇 ル程 ノ距 離 ハ

無 イ。 而 シテAO注 射 後 見 童 ノー 般H犬態 ガ佳 良

トナ ツ タ ト同時 一 殆 ン ド全 部 ノ見 童 ガ37.。OC

以 下 トナ ツ タ.外 一ハ禮 温 二影 響 スル程 ノ施 設

ハ ナ ク シテ、 ソ レ迄 ハ毎 年370C以 上 デ ア ツ タ

見 竜等 ガ既 二2ケ 年 連 績 シテ37.。C以 下 テ示 シ ・

テ居 ル コ トカ ラ観 レバ、 矢 張 リ37.℃ 以 上 ハ病

的膿 温 デ ア ツテ結 核 ト何 等 カ ノ關 係 ガ アル ノデ

ハ ナ カ ロ ウカ。 一 歩 進 ンデ 自分 バ カ ウ言 ツ テ ミ

タ イ。ホ ン トウ ノ健 康 見 童 ノ常 温 ハ矢 張 リ37.。0

以 下 デ ア ラネバ ナ ラヌ。 從 ツテ ソ レ以 上 ノモ ノ

ハ病 的 ト見 テ可 イ。 微 熱 ハ結 核 ト關 係 ガ アル マ

ウニ思 ヘ ル。

第 三 節 一 般 住 民 ノ 健 康 状 態

住 民 全 般 トシテ健 康 状 態 ガ著 シク良 好 トナ ツタ

コ トハ非 常 二感 謝 セ ラ レテ居 ル ガ、 ソ レテ卿 摯

的 二説 明 スル コ トハ 困難 デ アル。 前 述 感 冒 ノ淘

少 シ タ如 キ モ其 ノ現 象 ノー ツデ アル。 又 健 劇 ソ

態 ノ改 善 セ ラ レ ター 端 トシテ本 村 小 學 校 教 員 ノ

勤 務 状 態 テAO豫 注 前 ト其 ノ後 トテ比 較 スル コ

トガ出來 ル。小 學 校 教 員 ハ 昭 和9年 二職 員 藪1く

名 一 ミテ延 日獄52日 ノ鋏 勤 ア リ、 同10年 ハ凋

員 撒11名 一 シ テ延 日数35日 ノ訣勤 ア リ、同1】

年 中 ニ ハ職 員 撒11名 一 シテ 僅 カ ニ9日 ノ鋏勤

日数 デ アル。 其 ノ内1名8日 、1名1日 ト云 フ

記 録 的鋏 勤 減 少 トナ ツ タ。 此 ノ訣 勤 日籔 ハ各年

共 病 訣 以 外 ノ 事 故 鋏勤 テ モ 含 ム ノ ハ 勿 論 デ ア

ル。 同様 ノ 關 係 ハ 昭 和10年12月 以 降5回 ノ

AO豫 注 テ受 ケ タ ル 泉 南 郡 教 員 會 員400名 二於

テ ハ就 二顯 著 ナ ル 現 象 トシテ 喧 傳 セ ラ レテ居

ル。 同教 員會 員 中 ニ ハAO豫 注 以 來 長期 訣 勤 者

ハ完 全 二其 ノ跡 テ絶 ツ タ ト言 フ コ トデ アル。

村 民健 康状 態 が 優 良 トナ ツ タ謹 左 ノー一 トシテ、

殊 二乳 見 死 亡 ノ減 少 ニ ヨル縮 死 亡数 ノ減 少 子暮

ゲ ル コ トガ出 來 ル。 昭 和6年 ヨ リ 同10年 二至

ル5ケ 年 間 ノ乳 見 死 亡 ハZF均22.8人 一 シテ、生

産100二 封 シZF均18弱 テ示 シタガ、 昭 和11年

二於 テ ハ僅 カ ニ9名 一・一一シテ 生産100二 封 シ7.6

トイフ稀 ナ ル好 結 果 テ見 タ。 総 死 亡 数 モ人111ハ

檜 加 ス ル ニ逆 比例 シテ約 牛 藪 二 止 マ ツ タ(第5

表 参 照)。

住 民 一般 ノ健 劇 犬態 ガ改 善 セ ラ レタ コ トガ、徴

兵 検 査 ノ成 績 二如何 二影 響 セル ヤ 子見 ヤ ウ ト欲

シテ調 査 シテ見 タ。徴 兵 検 査 ハ身 長 二大 ナ ル關

係 ガ アル カ ラ、 必 ズ シモ健 康 駄 態 ノ示 標 トスル

コ トハ 出來 ヌ カ モ知 レヌ ガ、 或 ル土 地 デハAO

豫 注 ノ後 大 イ ニ合格 卒 ガ佳 良 トナ ツ タ ト聞 イテ

居 ル。 樽 井 村 二於 テハ 昭 和6年 以 降 ノ成 績 テ示

セ バ次 ノ如 ク デ ア ル。 即 チ適 齢 受 検 者 ノ成 績 テ

甲 ト乙 、 丙 ト丁 ノニ種 二大 別 ス レバ、 昭和9年
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第5表 樽井村昭和6年 一12年 上牛期人口動態及ビ乳見蛇二全結核死亡調査
碕1

人 司 生 酬 概 亡 陣 死亡(%) 全結核列 備 考 一

昭和6年 3,697
P103

74 27(26.2) 27(73.0) 結 核 ・・人 口萬 封 比 『

Il召和10年10月 ヨ リAO開 始

上牛 期 ノ ミ

同7年 3,709 132 82 26(19.5) 22(59。0)

同8年 3,803 121 59 14(11.6) 18(47.4)

同9年 3,964 153 100 25(16.3) 16(40.0)

同10年 4,329 135 65 22(16.2) 30(69.0)
　

同11年 4,436 118 47

一

9(7.6) 10(22.5)

同12年 4
1

ノ稀ナル好成績ラ除 ケバ、今昭和12年 ハ最優

良 ノ成績 デアル。

第六表 樽井村過去7ケ 年徴兵槍査成績

受験肚丁

1

成 績

甲 司 丙 丁
昭 和6年126114(53・9)112(妬 ・0)

"7"i32[8(56 .5)1・4(43.5)

"8"14。125(62 .5)
1

15(37.5)
,,9,, 34』 26(76.5) 8(23.5)
,,10,, 36 26(69.3)I

l
11(30.7)

,,11,, 30
1 20(66・6)110(33.3)

12,,爾 巳_一 30123(76.1)17(23 .9)

第 四節 村 内残存 結核 患者

昭和12年5月 末現在村内一残存 シテ治療 テ要

スル結核患者9名 アリ、其 ノ中AO二 關係 アル
モノ4名 ナ リ。2名 ハ5同 豫注完了、2名 ハ唯

1同 ノ豫注二出席 シタルノミ皆AO開 始前 ヨリ

ノ患者 デアル。 残iリ5名 中帯患移佳者3名AO

開始前ノ患者2名 デアル。

AO豫 注開始前治療中 ノ患者19名 アリシコト

ハ既二述べタ。 今 ソレ以後20ケ 月間 ノ観察 二

第五章

村内二多激 ノ塵埃多キ繊維工場テ有 シ、村民 ノ
大部分ハソレニヨツテ勢作生活 シ、結核死亡卒

甚ダ高 久 多藪 ノ盧弱者及 ピ患者 テ擁 シタルー

村二於 テ・村民ノ大部分 二封 シAOテ 以テ豫防

及 ビ治療工作 テ加へ 開始以來20ケ 月 ノ観察

一ヨリ從來 ノ方法ニテハ決 シテ見ルベカラザ
ル

成績テ得 タ。

ヨ リ、死 亡残 存 患 者 テ調 査 シテ13名 テ得 タ
。 印

チ豫 注 開始 前 ノ患 者6名 ハ此 間 二於 テ治 癒 シ、

550人 ノ虚 弱 者 及 既 往 症所 有 者 カ ラモ 唯1人 モ

死 亡者 及 ビ新 患者 テ登 生 セ ナ カ ツ タ。

第 五 節 結 核 性 新 患

上記2項 二 記述 セル 本 村 結 核14名 ト現 在 患 者

9名 合計23名 中帯 病 移住 者5名 ア リ
、AO開 始

前 ヨ リ ノ患者16名 デ アツ テ 残 リ2名 ハ拶 膜 炎

死 デ アツ テ、 即 チ 眞 ノ 村 内登 生 ノ 新 患 者 デ ァ

ル・ 然 シコ ノ2名 ノ拶 膜 炎死 者 ハ共 二AO豫 注

ニハ關係 ガ無 イ
・ 若 シ最 初 全 部 ノ住 民 二AO豫

注 ラ施 ス コ トラ得 タナ ラバ、 コ ノ犠 牲 者 ハ 出 デ

ナ カ ツ タ ト思 バ レル
。 當 時 村 内分 子 ノ事 情 ハ ソ

レテ許 サ ナカ ツタ コ トハ遺 憾 デ アル
。 要 スル ニ

2800名 二近 キAO豫 注 者 カ ラハ20ケ 月 間 ニ シ

テモ未 グ1人 .ノ結 核 性 新 患 ガ登 生 セ ヌ。 軍 二是

レ ノ ミテ以 テ シテ モAOノ 償 値 ハ 十分 デ ア
ル ト

思 フ・ 況 ンヤ更 二卓越 セ ル治 療 的 敷 果 ア リ
、 既

存 ノ患 者若 クハ所 謂 治療 前期 ノ患 者 モ極 メ テ多

数 救 濟 セ ラレ、天 賦 ノ健 康 テ取 リモ ドス.ト テ

得 タ ルハ感 謝 二飴 リアル モ ノ デ アル
o

結 論

1・ 豫注授 ケタル者 ヨリハ結核嫉 患
ノ灘

テ見ナィ。

2・ 槻 一般 ノ健職 態 曙
シク嬉 セラレ他

ノ内科的疾患殊憾 冒曙 シク減少
シタ。

3・ 村内二少籔 ノ麟 儲 卜鵜 移
儲 ト磯

ス ノ ミ トナ ツ タ
　

4・ 結核死亡蔽 ビ乳見死賭 著
シク減少 シ
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タ。

5.以 上 ノ事 實 ハ蕾 二余 ガ居 村 二於 テ ノ ミナ ラ

ズ、 余 ノ關 係 セ ル附 邊 撒 ケ村 二於 テ モ皆 同様 ノ

工 作 ニ ヨ リ略 ≧同様 ノ結 果 二達 シ若 クハ到 著 セ

ン トシツ ・ ア リテ、 其 ノ成 績 ハ例 外 ナ キモ ノ ト

思 惟 ス。

倫 ホ樽 井 村 ニ テ ハ 昭 和11年 頃 ヨ リ 毎 月1同 結

核 相 談 所 ラ開 キ 盧 弱 者 及 ビ 希 望 者 ノ 診 査 テナ

シ、新患者登生 ノ防止二努 メツ ・アリ、現在 ノ

歌態 テ持績 スル ト共二、更 二優良ナル健康状態

テ實現 センコトラ期 ス。

稿 テ終 ルニ臨 ミ多量 ノ高償ナルAOテ 快 ク無償

供給 セラレ、且多薮 ノ所員諸君 ト共 二屡 ≧親 シ

ク慮援 ヲ賜 ハ リタル有馬頼吉博士及有馬研究所

員各位 二封 シ村長深見仁右衛門氏 ト共 二村民テ

代表 シテ厚 ク感謝 ノ意ラ表ス。




